
































第 1章　　子どもの貧困と <学校から仕事へ >の移行
この章では、編者である杉田真衣氏から学びと雇用に関する問題提起がされている。戦後から
90年代までは、日本型雇用慣行により切れ目のない移行が行われていた。ライフコースが多様化・
不安定化していく中で、貧困家庭の子ども・若者が困難な状況に陥りやすくなっている。その間
学校教育においては、偏差値による序列化や中途退学防止のための管理の強化が行われた。今後
は、様々な学びの場や職業と学びのつながりを重視する必要が指摘されている。移行の変容への
政策的対応や就学支援金制度、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなどの外部
人材や外部機関との連携にもふれつつ、今後は意欲ある者の全てが高等教育に進めるような仕組
みや支援の在り方についてまとめられている。
第 2章　　仕事をして暮らす
筆者の橋口昌治氏は、最低賃金を引き上げる活動をしているエキタス京都のメンバーである。
若者の雇用状況やワーキングプアの問題に関して多くの先行研究に精通していて、様々な示唆に
富んだ論考が試みられている。1990年以降、日本型の雇用慣行は崩壊したわけではなく変容し
てきた。その中に包摂されるための競争は一層厳しくなり、包摂されない人は厳しい状況におか
れ、格差が拡大していく状況が明解に表現されており、共感し納得できるものである。社会を作
るの部分でまとめとして述べられている「職務基準型雇用慣行」への移行は、男性の長時間労働
やひとり親家庭の貧困問題の解決にもつながる重要な視点である。
第 3章　　家族にまつわる不利と不平等
編者の 1人である谷口由希子氏は、この章で様々な理由により不利と不平等な状況におかれた
子どもたちが、大人になる過程で単に貧困による困難だけではなく、経験からの排除によって、
次第に諦念に至ってしまう過程をいくつかの事例を持って描いている。本来保障されるべき「子
ども期」を社会全体で保障し、どのような条件があれば自分の人生を作る主体になれるのかを考
察している。このことは、単に支援の客体として、困難な状況に置かれた子どもを見るのではな
く、社会と関り大人になっていく主体としての視点で捉えていることに感銘を受ける。子どもの
「意見表明権」を保障する仕組みを作っていくことが、子どもたちの声を受け止める社会を作り、
「助けて」と言い合えるシステムと依存とケアを受け入れる社会が必要であると、今後目指すべ
き方向を示している。
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第 4章　　障害とともに生きる若者
筆者である新藤こずえ氏は、自身の研究事例から障害を持つ若者が収入を搾取されたり、社会制
度の面からは十分な支援やケアを受けずに自立をせかされている現状を示している。その原因とし
てラベリングにより、障害をもつ若者が子ども扱いされやすく、大人になることを制限されている現
状から、障害者のシチズンシップや大人へのプロセスを支援することの必要性を明らかにしている。
第 5章　　ひきこもりと社会参加の課題
この章で、川北稔氏は社会的孤立と貧困の関係を扱い、成人していても親元で暮らす若者が壮
年期まで制度的には子どもとしての位置づけを与えられる日本独自の制度が、「かくれ貧困」を
生み 8050問題として顕在化することを指摘している。標準的なライフコースを外れた人が、自
己像や将来像を描き直すうえで、周りを見渡したり、過去や将来を展望したりするような時空間
の必要性を説いている。
第 6章　　生活保護世帯の子どもの高卒後の進学をめぐる困難
この章で、林明子氏は生活保護世帯の子どもが高校卒業後に進学する場合には、「世帯分離」
という手続きを経て自活していかなければならず、大学や専門学校における生活に様々な困難が
生じていることに焦点をあてている。奨学金等は充実してきてはいるが、進学後に適切な支援が
なければ、「世帯分離」は困難な状況にある若者を社会保障制度から切り離しただけになるとい
う指摘は至当な見解である。
第 7章　　社会的養護と当事者活動
永野咲氏は NPO法人の役員でもある。様々な事情により家族に頼れない子どもたちのために
社会的養護制度があるが、永野氏はその成否はそこを巣立っていく子どもたちが、その後どんな
暮らしをしているか、「ライフチャンスの保障」の問題と規定している。ライフチャンスとは、
社会構造によって付与される個人の発展のための可能性と定義されている。
ライフチャンスが保障されるためには、制度によって逆に選択肢が狭められることがないよう
当事者参加による制度の改善やサポートが有効であることを海外の例からも紹介している。
第 8章　　社会的養護につながる若者が直面する複合的不利
屋代通子氏は、自立援助ホーム「シーズ南平岸」のホーム長である。自立援助ホームは、20
歳までの若者の自立を支援する比較的新しい制度で、2009年の法改正により措置施設となって
その機能も変化しつつある。ここで紹介されるシーズは、保護されるべき児童が学校を卒業した
り、成人に近づくと寄る辺のないまま社会的自立を余儀なくされることへの疑問から設立されて
いる。被害体験や複合的な困難を抱えた若者が社会と適切な関係を築き、自己肯定感を持って巣
立つことができるようなサポートはまだまだ不足している。戻ってこられる場としての機能も、
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社会資源として重要であることが描かれている。
第 9章　　対談「主体としての若者　杉田　真衣　×　谷口由希子
最終章は編者である杉田氏と谷口氏の対談という形式で、様々な活動している方々が紹介され
ている。その中では声を上げにくい社会になってきていることと、そんな中でも困難な状況にお
かれた当事者の意見を反映した制度作りの大切さや当事者とともに歩む研究活動の重要性につい
て触れられている。このことは、子どもの貧困について支援の実践者と研究者がともに視点共有
していこうとする本シリーズの編集方法とも通じるものであり興味深い。
4．本シリーズ刊行の意義
「困難を抱える子ども・若者」という言葉がある。筆者はかつて行政職員として生涯学習の視
点から、若者支援をしていた。いつごろからか、主に福祉の分野の研究者や NPOの方からこの
言葉を良く聞くようになったが、それぞれの立場や係わる分野によってその意味することの射程
はかなり異なっていた。思いのすれ違いも多かったように思う。その後、2012年に内閣府のプ
ロジェクトで「社会的排除調査チーム」の報告が出され、「キーリスク」として困難についての
三つの類型が示された。それだけが原因ではないが、一般の方々にも随分と理解が広がったと思
う。本書によって、「子どもの貧困」をキーに見えてくる社会のあり様や支援の現状をいくつか
の視座から体系的に捉えられることは、多くの人の理解の拡大につながるものである。
また、筆者はひとり親支援を担当する職員として、様々な現場に足を運び現場主義を標榜して
いた。しかし、子どもの貧困を支援する現場は、知れば知るほど広く深い。一般の方々が様々な
フィールドに出かけていくことは容易なことではない。本書の中では支援の実務を担当されてい
る方々の話や研究者による当事者からのナラティブな聞き取りがあふれていて、現場の状況が生
き生きと記述されている。千差万別な当事者の困難な状況に思いを致し、理解を深めるのにはと
ても有効な書である。
5．まとめ
読者は本書から、「子どもの貧困」に係るそれぞれの分野の課題を具体的かつ深く知ることが
できる。支援の実践者は、いくつもの典型的な困難事例を示してくれている。研究者は、データ
や先行研究をまとめてくれている。それでいて、ごった煮にはなってはいない。読み進むといく
つかの糸が見えてくる。また、改善への提言も多く示されている。
子どもの支援に関わる様々な分野の人に、是非手にとって欲しい本である。また、業務として
子どもの支援や貧困対策に取り組んでいる自治体や事業者にとっては、どこから読んでも役に立
つ必置の書と言える。
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